
HRE29-13 会場:103 時間:5月 22日 12:15-12:30

Bio-CCSに関する総合的なリスク評価の取り組み
Risk Assessment Study for Bio-CCS
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本ポスターでは、我々が新たに着手した微生物と CCSの融合技術のリスク評価についての取り組みを紹介する。油ガ
ス層内の炭酸ガスの分圧を上昇によってメタンガスを多く産出する微生物と CO2地中貯留とを組合せる (Bio-CCS)こと
により、温暖化ガスの固定とともに天然ガス資源の創成を目指す研究プロジェクトに我々は着手した。このプロジェク
トでは、微生物と CCSとの組合せに関して微生物培養の最適化とあわせて、効果的で安全な新技術の確立のためのリス
ク評価を進めている。我々のリスク研究は次の領域をカバーするものである。１）地層と注入井、２）大気、３）地上
施設、４）海底。これらの範囲のリスクシナリオとリスク評価結果は、我々が開発中の CO2地中貯留リスク評価プログ
ラム GERAS-CO2GSに組込む予定である。最終的には、Bio-CCS技術のリスク評価のみならず、CO2地中貯留全般に役
立ちうるリスク評価ツールとなることが期待される。

キーワード: CO2地中貯留,リスクアセスメント, CO2漏出,地表,インパクト評価, Bio-CCS
Keywords: CO2 geological storage, risk assessment, CO2 migration, the surface of the earth, impact analysis, Bio-CCS

1/1


